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問題１

1. 真偽表を使って、(p ∧ ¬q) ∨ (¬p ∧ q) ≡ (p ∨ q) ∧ ¬(p ∧ q) となることを示せ。

2. 前提 ¬R, ¬Q ∨R, ¬P ∨Q が与えられたとき、結論として正しいものはどれか？

A) Q B) ¬P C) P ∨Q D) ¬P → R

問題２

1. (Aλ)λ∈Λ, (Bσ)σ∈Σ は集合族である。(Aλ)λ∈Λ ⊆ (Bσ)σ∈Σ とする。

このとき、∩(Bσ)σ∈Σ ⊆ ∩(Aλ)λ∈Λ となることを示せ。

2. f : A→ B を写像とする。P,Qは Aの部分集合。このとき、以下の関係式を証明せよ。

P ∩Q ⊂ f−1(f(P ) ∩ f(Q))
3. 任意の x, y ∈ <に対し、

x ∗ y > 0であるとき xTy

として <上の２項関係 T を定義する。(∗は通常の乗算)

このとき、２項関係 T が反射律、対称律、推移律をみたすかどうかを判断し、その理由を簡

単に説明せよ。

問題３

実数から実数への写像全体の集合を F とする。F の任意の２つの元 f1 と f2 に対し、

∀x ∈ <, f1(x) ≤ f2(x)のとき f1 ¹ f2
として順序関係 ¹を定義する。

f1, f2, f3 ∈ F , f1(x) = x + 1, f2(x) = 2x, f3(x) = x2 のとき、(F ,¹) において、集合

{f3, f1 ◦ f3, f3 ◦ f2, f1 ◦ f2 ◦ f3 } の極小元・極大元・最小元・最大元が存在するかどう

かを述べ、存在するならばそれを求めよ。

問題４

< から < への写像 f を f(x) = |1 − x| − 1 として定める。< の任意の元 x と y に対し、

f ◦ f(x)− f ◦ f(y) = 0 が成り立つとき xTy として 2項関係 T を定義する。このとき次の問いに

答えよ。

1. 合成写像 f ◦ f が単射であるかどうか、ならびに全射であるかどうかを理由を付けて答えよ。

2. 2項関係 T が <における同値関係となることを示せ。

3. 元 1の同値類を求めよ。


